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研究成果の概要（和文）：本研究では、第二言語・外国語としての日本語学習者の発音教育のためのオンライン
教材を開発した。これまでの音声教育教材は、音声学的知識と知覚練習を組み合わせたり、学習者の発音に対し
てフィードバックをしたりするものが多かったが、学習者に自己診断をさせるものが少なかった。また、日本語
だけのものが多く、初級レベルの非漢字圏学習者にとっては、難解なものもあった。そこで、本研究では、初級
学習者を対象として、自己診断テストと学習モジュールを組み合わせた自学用プログラムを開発し、アプリとウ
エブ上で英語版、日本語版を提供した。

研究成果の概要（英文）：The present project aims at developing an online tutorial programs for 
beginning-level students in Japanese as a second/foreign language. Unlike other self-learning 
lessons developed previously, it incorporates self-assessment modules and tutorial lessons, and 
offered in English and Japanese, so that learners from logographic and alphabetic backgrounds can 
use.

研究分野：日本語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、従来音響分析や専門家の判断によってなされていた音声評価では一般の母語話者に気にならない音
声的特徴も評価対象となり、信頼性は高いものの教育に応用しにくいことを踏まえ、信頼性を保証しつつ教師が
できる音声評価の方法を探った。その一環として、一対比較法などこれまで日本語教育では使われなかった方法
を試行し、評価基準を決定した。また、初級レベルでは、音声の知覚や生成が学習者の母語の影響を受けやすい
ことから、母語が異なる様々な学習者を想定し、音声知覚と生成の問題点を洗い出した。これらの問題点に焦点
を当て、英語と日本語の2つのプラットフォームで音声指導プログラムを開発した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

(1) 音声は，母語話者が非母語話者の日本語能力を推定する際の，もっとも簡便な材
料であり．発音が悪いと，母語話者に誤解されたり，能力や性格に問題がある

と評価されることがある（土居 1994）。グローバル化人材交流の拡大に伴い，

訪日外国人が急激に増加する昨今，日本語学習者にとって通じるだけでなく適切で好

ましい話し方をする必要性が高まっている．しかし，日本語教育では，音声教育

に授業時間を使うことは殆ど期待できない．そのため発音学習は，学習者の自学

に依存することが多い。 

(2) 本研究以前に開発された主な日本語の発音学習教材は，学習者の読み上げやリピー
ト音声を音声認識ソフトを用いて分析し，基準値との差をフィードバックする

もの（植村 2016, 松崎 2016）や，東京外国語大学や首都大学東京の発音練

習用のサイトにあるような日本語の音声学の基本情報を提示するもの，録音音声

や合成音声を用いて音声, 文字, 韻律情報を視覚提示するもの（峰松・中川・田川 

2012）があった。これらの発音システムは．学習者学習者の発音を事前に診断し，

個々の学習者の発音上の問題に焦点を当てるものではなかった。  

(3) 従来日本語での発音評価は，音響分析を通して，機械的に逸脱度を視覚する方法や音
声学や音声教育の専門家によってなされていた。しかし，機械による判断は，実際の

人間の判断とは異なり，母語話者が気にしない発音の逸脱を指摘してしまうため，学

習者の学習意欲をそぐ可能性がある。また，実社会では学習者の発音の良し悪しは一

般人によって評価されること，日本語教師は必ずしも音声に関する専門的知識を有し

ていないことから，音声の専門家に依存する評価方法は教育に応用しにくいという問

題があった（畑佐 2016）。 

２．研究の目的 

本研究の目的は以下のとおりである。 

(1) 専門知識がなくとも学習者の発音を評価する簡易な尺度を設定し，オンライン診断を
可能にする。 

(2) 音声の知覚と発音の学習モジュールを学習者に提供する。 

(3) 発音の診断結果をもとに学習者が自分の弱点を克服する学習モジュールを選択しても
らい，その成果を診断テストを受け直すことによって，評価できるようにする。 

(4) 診断と学習を組み合わせた自学システムをオンラインとアプリで提供する。 

３．研究の方法 

(1) 本研究では，発音を評価するための尺度を決定するために，言語評価のみならず，一
般人が評価する際に用いられる評価方法について検討し，発音評価に応用できるかど

うかを探った。そして，応用可能なものをもとに評価尺度を構築した。 

(2) 異なる母語の学習者を想定し，学習者の母語ごとの音声的な問題を抽出し，これをも
とに初級向けのオンラインの発音自学システムを開発した。 



４．研究成果 

(1) 本研究では，評価者に2つの選択肢のうちどちらが良いかを選ばせる一対比較法は，トレ

ーニングを受けない一般人の判断を反映できるため，この評価法が音声判断に使えるか

どうかを検証した。その結果，一対比較法は大まかな判断はできるものの，判断根拠と

なる音声的特徴を解明することはできないことが分かった。そのため，診断を目的とす

る音声評価には使いにくいことが分かった(高橋・畑佐・山元・ホドシチェク，前川 

2017)。 

(2) 近年英語教育で音声評価の指標として提唱されているAccentedness（なまりの強さ）

Comprehensibility （わかりやすさ），Intelligibility（通じやすさ）を指標として使え

るかを検証した。Accentedness とComprehensibility については一定の制度を得たが，

Intelligiblity は評定者の文字おこしを必要とし，教育に応用するには負荷が高すぎると

判断した。そこで，Accentedness とComprehensibility を評価指標として採用すること

にし，評価基準を設定した 

(3) 先行研究で発音の生成と知覚に中程度の相関があることが明らかにされていることか

ら，発音の知覚テストを作成した。この際，単語，文，談話レベルで語彙の聞き取りを

するタスクを作成した。 

(4) このシステムは，主として初級者と対象としている。モーラ，単音，リズム，アクセン

トについて，6つのモジュールを作成し，それぞれについて，説明と自己診断課題，知覚

練習，発音練習を作成した。日本語版と英語版を作成し，漢字圏，非漢字圏学習者に対

応できるようにした。さらに，このモジュールからOJAD（Minematsu et al, 2015）に

リンクを張り，OJADを使ったイントネーションとアクセントの練習を可能にした。ま

た，文字おこしサイトにリンクを張り，学習者が自分の発音の正確さをどの程度文字化

できるかどうかによって判断できるようにした。 
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